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夢
育
て
・
た
ち
か
わ
子
ど
も

21
プ
ラ
ン
推
進
会
議
市
民
委

員
を
募
集

　

市
の
子
ど
も
に
関
す
る
総
合
計
画

「
夢
育
て
・
た
ち
か
わ
子
ど
も
21
プ

ラ
ン
」
の
推
進
や
実
施
状
況
の
検
証

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
原
則
平
日
夜
間（
午
後
8

時
30
分
ま
で
）の
会
議
に
出
席
で
き

る
中
学
生
以
上
の
市
民
の
方（
会
議

は
2
か
月
に
1
回
程
度
。
保
育
あ
り
。

初
回
は
10
月
を
予
定
）▼
募
集
人
数

＝
①
一
般
＝
3
人
②
中
学
1
年
生
〜

高
校
3
年
生
＝
5
人（
い
ず
れ
も
選

考
）▼
任
期
＝
任
命
の
日
か
ら
2
年

間
▼
報
酬
＝
1
回
①
1
万
8
０
０
円

②
２
0
０
０
円
▼
応
募
方
法
＝
9
月

15
日（
金
）〔
必
着
〕ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業（
学
生
の
方
は
学
校
名
と
学
年
）

と
①
の
方
は
「
立
川
市
の
今
後
の
子

育
ち
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
意

見
」
②
の
方
は
「
あ
っ
た
ら
い
い
な

こ
ん
な
も
の 

で
き
た
ら
い
い
な
こ
ん

な
こ
と
＠
た
ち
か
わ
」（
い
ず
れ
も

1
2
0
0
字
以
内
）を
書
い
て
、直
接
、

ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル

で
子
育
て
推
進
課（
市
役
所
1
階
21

番
窓
口
）内
線
１
３
４
０
Fax（
５
２
８
）

４
３
５
６
ekosodatesuishin@

ci
ty.tachikaw

a.lg.jp

へ

立
川
市
史
編
さ
ん
委
員
の
募
集

　
『
立
川
市
史
』
に
つ
い
て
、
市
史

編
さ
ん
の
基
本
的
な
事
項
を
審
議
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
、

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
で
、
平
日
昼
間
の
会
議（
任

期
中
に
４
回
〜
５
回
程
度
を
予
定
）

に
出
席
で
き
る
方
▼
募
集
人
数
＝
１

人（
選
考
）▼
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら

２
年
間
▼
報
酬
＝
1
回
1
万
8
0
0

円
▼
応
募
方
法
＝
7
月
31
日（
月
）

〔
必
着
〕ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業（
学

生
の
方
は
学
校
名
と
学
年
）と
「
立

川
市
史
に
必
要
と
考
え
る
こ
と
」

（
8
0
0
字
程
度
）を
書
い
て
、
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
地
域
文
化
課
市
史
編

さ
ん
担
当（
市
役
所
2
階
205
会
議
室
）

内
線
４
０
４
４
へ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶

予
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
の
平
成
29
年
度（
平
成
29
年

7
月
〜
30
年
6
月
）の
申
請
を
7
月

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す（
申
請
月

か
ら
2
年
1
か
月
前
ま
で
の
未
納
月

に
つ
い
て
も
申
請
可
）。

　

免
除
制
度
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
、
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

猶
予
制
度
は
30
歳
未
満
の
方
が
対

象
で
し
た
が
、
平
成
37
年
6
月
ま
で

は
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

世
帯
主
の
所
得
は
審
査
対
象
外
と
な

り
、
本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

以
下
で
あ
れ
ば
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
を
希
望
す
る
方
は
、

年
金
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
離
職
し
た
方
に
は
「
特
例

免
除
」
も
あ
り
ま
す
。
失
業
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関

の
証
明（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
等
）も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
・
内
線

1
3
9
4

　入院の場合や高額な外来診療を受ける場合は、「限度額適用
（標準負担額減額）認定証」を提示すると、医療機関の窓口で支
払う金額が各世帯の１か月当たりの限度額までとなったり、入
院時の食事代が減額されたりします。
　現在発行されている認定証の有効期限は７月31日㈪です。８
月１日㈫から有効な認定証が必要な方は、７月25日㈫以降に保
険証と印鑑を持って保険年金課（市役所１階６番窓口）で申請し
てください。
●申請が必要な方　▶国民健康保険に加入していて、８月以降
の使用を希望する方▶後期高齢者医療制度に加入していて認定
証をお持ちでない方のうち、住民税非課税世帯に属し、８月以
降の使用を希望する方
●申請が不要な方　▶70歳以上で住民税課税世帯に属する方
（国民健康保険高齢受給者証や後期高齢者医療被保険者証が限
度額適用認定証と同等の効果をもちます）▶後期高齢者医療制
度に加入している住民税非課税世帯の方で、すでに認定証をお
持ちの方（７月中に郵送します）
問保険年金課医療給付係・内線1401

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
75
歳

以
上
の
方
と
65
歳
以
上
の
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
が
対
象
）の
納
入
通
知

書（
年
金
天
引
き
の
方
は
、
特
別
徴

収
額
決
定
通
知
書
）を
7
月
10
日

（
月
）か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
主
宛
て

（
世
帯
主
以
外
の
世
帯
員
の
み
が
加

入
し
て
い
る
場
合
も
同
様
）に
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
加
入
者
宛

て
に
送
付
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
・
特
別
徴
収
額
決
定

通
知
書
は
、
保
険
料
の
額
の
ほ
か
、

納
付
方
法
や
納
期
限
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を

　

世
帯
主
と
加
入
者
の
総
所
得
金
額

等
の
合
計
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場

合
に
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

収
入
・
所
得
が
な
か
っ
た
方
も
、
課

税
課（
市
役
所
1
階
36
番
窓
口
）ま
た

は
保
険
年
金
課（
市
役
所
1
階
6
番

窓
口
）で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
1
4

1
6国

民
健
康
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は

　

あ
ら
ゆ
る
資
産
の
活
用
を
図
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
生
活
が
困
窮
し
保

険
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
す
る

こ
と
で
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
1
4

1
6高

齢
受
給
者
証（
国
民
健
康
保

険
）を
郵
送

　

70
歳
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
8
月

1
日（
火
）か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
現
在
お
使
い
に
な
っ
て
い

る
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

7
月
31
日（
月
）で
す
。
期
限
が
切
れ

た
古
い
高
齢
受
給
者
証
は
裁
断
の
上
、

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の

自
己
負
担
割
合
は
、
平
成
28
年
中
の

所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

今
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
1

一
部
負
担
金
の
減
免
制
度
と

徴
収
猶
予

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
医
療

機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額（
一
部
負
担
金
）に
は
、
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

災
害
、
病
気
、
け
が
、
失
業
、
そ
の

ほ
か
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
資
産
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
時
的
に
生
活
が
困
窮

し
、
医
療
機
関
等
で
の
支
払
い
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
自
己
負
担
額
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
3
9
9

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

な
ど
の
手
続
き

　

勤
務
先
や
家
族
の
健
康
保
険
に
加

入
す
る
な
ど
、
新
た
に
立
川
市
の
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
し

た
場
合
は
、
脱
退
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
会
社
等
で
手
続
き
を
代
行
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
退
職
し
た
場
合
な
ど
、
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

▼
立
川

市
の
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
場

合
＝
立
川
市
の
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
、新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険

の
保
険
証（
全
員
分
。コ
ピ
ー
可
）、印

鑑
▼
立
川
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
場
合
＝
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
等
、印
鑑
、

運
転
免
許
証
等（
本
人
確
認
書
類
）

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
1

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」を
7
月
下
旬

に
郵
送

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す

る
こ
と
で
自
己
負
担
額
の
縮
減
が
見

込
ま
れ
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
ご
理
解

と
積
極
的
な
利
用
が
、
ご
家
庭
で
の

医
療
費
節
約
と
増
え
続
け
る
医
療
費

抑
制
の
一
助
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
2
4

限度額適用認定証の更新
国民健康保険・後期高齢者医療制度

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す


